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( 後 志  小 樽 市  札 幌 市 手 稲 区 ･ 西 区 一 部 )

〜常に冒険心を持ち、何事にも志を持って取り組むことで、目標に到達
し、人としての成長へとつながること〜

小樽駅近くの都通りに目立つ大きな垂れ幕に描かれている男性が蝦夷地
の開拓に尽力した榎本武揚氏です。
東京農業大学の創立者でもある榎本氏の生き方の根底には「いつも挑戦
しようという気持ち」があったと、子孫が語るほど、好奇心とひるまな
い精神にあふれていたそうです。

榎本氏は「教育とは、セオリー(理論)とプラクティス(実践)の二者が
車の両輪のように並び行われることで、はじめて完全なものとなる」と
して、実習を重視する教育の必要性を強く唱えていました。

4月から始まった我が家の子どもたちの学童でもまさに北海道ならでは
の実践を踏まえた教育が行われていて、いつも楽しそうです。先日は実
際に山へ入り「ヒグマの教育プログラム」と「シラカバ樹液採取と試
飲」を学んだとのこと。改めて、この土地の潜在能力を活かした活動
で、子どもたちの生きる力につなげていきたいと実感しております。

立憲民主党北海道第4区総支部
おおつき紅葉事務所

《地元》〒047-0024 小樽市花園2-6-7 プラムビル5F
　　　　電話 0134-61-7366 FAX 0134-33-7345
《国会》〒100-8982 東京都千代田区永田町2-2-1
　　　　衆議院第一議員会館820号室
　　　　電話 03-3508-7493 FAX03-3508-3320

ポスター掲示のお願い
ご自宅、ガレージ、畑などポスターをご掲示いただける方が
いらっしゃいましたら、すぐに伺わせていただきます。

《立憲民主編集部》

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-12-4 ふじビル3F
電話 03-6811-2301
FAX 03-6811-2302
goiken@cdp-japan.net
http://cdp-japan.jp/

冒険は最良の師なり

公式HPはこちら→

1 9 8 3 年  小 樽 市 立 病 院 に 生 ま れ る
4 人 兄 妹 の 末 っ 子

幸 小 学 校 、 長 橋 中 学 校 、 小 樽 潮 陵 高 校 を 卒 業
高 校 卒 業 後 、 イ ギ リ ス へ 留 学

現 バ ー ミ ン ガ ム シ テ ィ 大 学 で ジ ャ ー ナ リ ズ ム を 学 ぶ
帰 国 後 は フ ジ テ レ ビ に 入 社

報 道 局 政 治 部 の 記 者 と し て 野 党 キ ャ ッ プ を 務 め た
家 族 ： 夫 ・ 娘 と 息 子

お お つ き  紅 葉 　 プ ロ フ ィ ー ル  




 おおつき
紅葉

衆 議 院 議 員  

- 榎本 武揚



ご 寄 附 は 個 人 の 「 本 名 」 で お 願 い し ま す 。
法 律 に よ り ， 日 本 国 籍 の 方 か ら し か 寄 付 を お 受 け す る こ と が で き ま せ ん 。
法 律 に よ り ， 外 国 籍 の 方 ， 匿 名 の 方 ， 団 体 ・ 企 業 か ら の 寄 附 は 禁 止 さ れ て い ま す 。
５ ０ ， ０ ０ １ 円 以 上 の 額 を ご 寄 附 い た だ い た 場 合 に は ， 寄 附 者 の お 名 前 ， ご 住 所 ， ご 職 業 ， ご
寄 附 の 年 月 日 が ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 し た 収 支 報 告 書 に 記 載 さ れ 開 示 さ れ る こ と に な り ま
す 。  
ま た ， ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 以 下 で あ っ て も 寄 附 金 控 除 を 受 け ら れ る 場 合 に も （ ２ ， ０ ０ ０ 円 以 上 の
寄 付 で あ れ ば 寄 付 金 控 除 を 受 け る こ と が で き ま す 。 そ の 場 合 に は ， 確 定 申 告 で 手 続 き を す る こ
と で 所 得 税 の 一 部 が 還 付 さ れ ま す ） ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 し た 収 支 報 告 書 に 記 載 さ れ 開 示 さ
れ る こ と に な り ま す 。
４ ・ ５ 以 外 の 場 合 に は ， ご 寄 附 い た だ い た 方 の 名 前 が 開 示 さ れ る こ と は あ り ま せ ん 。 た だ し ，
氏 名 ・ 住 所 ・ 職 業 等 を 伺 っ た う え で ， 控 え る こ と が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。  
ご 寄 附 は ， 「 お お つ き く れ は と エ ゾ フ ク ロ ウ の 会 」 と し て 頂 戴 い た し ま す 。
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石川ともひろ元衆院議員

徳永エリ参院議員

参議院選挙
へ猪突猛進

中！

立 憲 民 主 党 の 新 代 表 に 就 任 し た 泉 健 太 氏 （ ４ ７ 歳 、 北 海 道 出 身 ！ ） が 小 樽

市 と 蘭 越 町 を 視 察 し ま し た 。 小 樽 市 で は 新 南 樽 市 場 と 鱗 友 市 場 で 、 原 油 高

と ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 の 影 響 で 魚 介 類 の 値 段 が 上 が り 、 「 高 騰 分

を 店 側 で 負 担 し て き た け ど 、 も う 限 界 で 、 値 上 げ せ ざ る を 得 な い 」 と 厳 し

い 現 状 を 伺 い ま し た 。 加 え て 、 コ ロ ナ 禍 で 観 光 客 も 減 少 し て お り ま す 。 泉

代 表 は 取 材 団 に 対 し 、 観 光 産 業 に 特 化 し た 持 続 化 給 付 金 の な ど 具 体 的 な 対

策 の 必 要 性 を 訴 え ま し た 。

ま た 、 ら ん こ し 米 で 有 名 な 蘭 越 町 で は 、 全 国 で も 希 な 町 営 の 水 稲 育 苗 施 設

で 今 年 も 適 切 な 温 度 と 良 質 な 土 な ど で 育 っ た 元 気 な 苗 が 農 家 に 配 ら れ て い

ま す 。 家 族 経 営 の 農 家 か ら は 後 継 者 不 足 で 年 々 米 農 家 の 数 が 減 少 し て い る

話 を 伺 い ま し た 。 昨 年 、 突 如 政 府 が 出 し た 水 田 活 用 交 付 金 の “ ５ 年 ル ー

ル ” は 、 公 約 違 反 で あ り 、 泉 代 表 は 農 家 の 所 得 を 補 償 す る 議 員 立 法 を 早 急

に 策 定 し 国 会 に 提 出 す る こ と を 党 内 で 指 示 を し た と 明 言 し ま し た 。

『ミニ集会』『国会見学会』を開催しませんか？

政 治 の こ と 、 地 域 の こ と 、 子 育 て の こ と 、 就 活 の こ と 、 お お つ き

紅 葉 と 語 り ま せ ん か ？ 小 グ ル ー プ で 十 分 で す ！ ご 都 合 に 合 わ せ

て 、 お 気 軽 に お お つ き 紅 葉 事 務 所 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

お お つ き 紅 葉 は 昨 年 1 1 月 か ら 議 員 と し て の 活 動 を 始 め 、 そ の

報 告 を 重 要 な 責 務 と 考 え て 通 信 物 の 発 行 等 を 行 っ て い ま す 。

ご 寄 付 は 印 刷 費 や 通 信 費 を 中 心 に 有 効 に 使 わ せ て い た だ き ま

す 。 ご 寄 付 を 申 請 し て い た だ い た 方 に は 、 手 数 料 の か か ら な

い 郵 便 振 替 用 紙 を 郵 送 さ せ て い た だ き ま す 。 使 途 の 詳 細 に つ

き ま し て は 、 会 計 報 告 を ご 覧 く だ さ い 。 問 い 合 わ せ は お お つ

き 紅 葉 事 務 所 ( T E L : 0 1 3 4 - 6 1 - 7 3 6 6 ) ま で お 願 い 致 し ま す 。

応援しませんか？

後援会「おおつきくれはとエゾフクロウの会」

フ ク ロ ウ は 「 森 の 賢 者 」 と 呼 ば れ 、 幸 福 や 安 心 を 呼 び 込 む 縁 起 の い

い 鳥 と し て 知 ら れ て い ま す 。 大 地 を 護 り 、 物 事 の 本 質 を 見 失 わ ず に

挑 戦 し て い く チ ー ム を 作 り た い と 考 え 、 名 付 け ま し た 。

一 緒 に 北 海 道 を 盛 り 上 げ て い き ま し ょ う ！

泉代表が小樽・後志を視察

農業を守る
！漁業を守

る！

観光を守る
！！


